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  歴代誌上 私達は御手から受け取

　た収入も神からの贈り物です。ですから,感謝をもって十一献金に心がけましょ 日 29:10-30 って,どうしたにすぎませ

　う。それを怠る人は「御手から受け取って」ネコババする不届き者になります。 んか。

 歴代誌下 ソロモンは主に何と何を

月 1:1-17 授けて下さるように願い

ましたか。

神殿はただ主の御前に

　 　 火 1:18-2:17何をたくためのものでし

［火]神殿は「大いなるもの」でしたが,「大いなる主」を納めることはできません。 かありませんか。

ソロモンはエルサレムの

水 3:1-17 どこで,主の神殿の建築

を始めましたか。

［水]神殿はモリヤ山に建てられました。そこはかつてアブラハムがイサクを献げた その青銅の重さはどうす

　所であり,ダビデが人口調査の罪を犯した時,主に赦された所です。礼拝を献げる 木 4:1-5:1 ることもできないほどで

　ための神殿(教会)は,全き悔い改めと献身という両者の上に成り立っています。 したか。

主は約束なさったことを

金 5:2-6:11 どうされましたか。

　ことができないほどです。しかし,損をしたとは思わず,むしろ,豊かにされましたね。 主からの凝らしめによっ

土 6:12-27 て罪をどうするなら,民の

罪は赦されますか。

　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　げられないのが人間の弱さですが,主は約束した

感
　　　　　　　　 　　　 　 　 　　　  　御言葉を聴いて,信じることが求められています。 想
                                     　　  不可能に見えることでも実現するのです。 と
　　　　　　　　　　　 祈
　　　　　　                           ［土]ソロモンの献堂式の祈りは,主への感謝と罪の り

の
課

　　　　　　　　　　　　　　　　  　 　 字架の主が犠牲となって,罪を赦して下さいました。 題
　

親子聖書日課

　かし,自分の命を得ようとする人は失います。その反対に,ソロモンのように他者

　それほど主は偉大です。神殿は「主の御前に香をたくためのもの」豊かな礼拝

［日]献金は「全ては神から頂いたものを差し出したにすぎません」自ら働いて得

[月]「何事でも願うがよい」と言われたら,「富や長寿」を求める人はいませんか。し

　の為に知恵を求める人は全てのものが与えられます。御心だけを求めましょう。

　と祈りを捧げてこそ,主に喜ばれます。いつも礼拝と祈祷会に馳せ参じましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　ことは必ず,成し遂げてくださいます。その約束を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  [金]口をもって約束したことでも,手をもって成し遂

　これは私達の教会生活にも言えます。奉仕に費やした時間やお金,体力は量る

  　　　　　　 　　　　　　　　  　　   赦しを願うものでした。神殿の中心は犠牲を焼く

　　　　　　　　　　　　　　   　　　　 ですから,心から罪を悔い改めるなら,赦されます。

［木]神殿の祭具はあまりにも多く,「青銅の重さは量ることもできないほど」でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 祭壇で,それは罪を処分するためです。そこに十










